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参照条文

◎介護保険法（平成九年法律第百二十三号）
（納付金の額）
第百五十一条 前条第一項の規定により各医療保険者から徴収する納付金の額は、当該年度の概算納付金の額とす
る。ただし、前々年度の概算納付金の額が前々年度の確定納付金の額を超えるときは、当該年度の概算納付金の
額からその超える額とその超える額に係る調整金額との合計額を控除して得た額とするものとし、前々年度の概
算納付金の額が前々年度の確定納付金の額に満たないときは、当該年度の概算納付金の額にその満たない額とそ
の満たない額に係る調整金額との合計額を加算して得た額とする。
２ 前項ただし書の調整金額は、前々年度におけるすべての医療保険者に係る概算納付金の額と確定納付金の額と
の過不足額につき生ずる利子その他の事情を勘案して厚生労働省令で定めるところにより各医療保険者ごとに算
定される額とする。

（納付金の額の決定、通知等）
第百五十五条 支払基金は、各年度につき、各医療保険者が納付すべき納付金の額を決定し、当該各医療保険者に
対し、その者が納付すべき納付金の額、納付の方法及び納付すべき期限その他必要な事項を通知しなければなら
ない。
２ 前項の規定により納付金の額が定められた後、納付金の額を変更する必要が生じたときは、支払基金は、当該
各医療保険者が納付すべき納付金の額を変更し、当該各医療保険者に対し、変更後の納付金の額を通知しなけれ
ばならない。
３ 支払基金は、医療保険者が納付した納付金の額が、前項の規定による変更後の納付金の額に満たない場合には、
その不足する額について、同項の規定による通知とともに納付の方法及び納付すべき期限その他必要な事項を通
知し、同項の規定による変更後の納付金の額を超える場合には、その超える額について、未納の納付金その他こ
の法律の規定による支払基金の徴収金があるときはこれに充当し、なお残余があれば還付し、未納の徴収金がな
いときはこれを還付しなければならない。


